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上場維持基準の適合に向けた計画 

 

当社は、2022 年 12 月 31 日（以下、「基準日」といいます。）時点において、グロース市場における上

場維持基準を充たしていないため、下記のとおり上場維持基準の適合に向けた計画書を作成しましたの

で、お知らせいたします。  

記 

 

１．当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

当社の基準日時点におけるグロース市場の上場維持基準への適合状況は、以下のとおりとなっており、時価

総額については基準を充たしておりません。当社は、時価総額について、2023 年 12 月期までに上場維持基準

を充たすために、各種取り組みを進めてまいります。 

 

 流通株式数 
流通株式 

時価総額 
流通株式比率 時価総額 

当社の状況 

(基準日時点) 
234,893単位 32億円 96.17% 33億円 

上場維持基準 1,000単位 ５億円 25% 40億円 

計画書に記載の項目 － － － 〇 

※当社の適合状況は、東京証券取引所に提出の株券等の分布状況表に基づいて記載しております。 

 

基準日後現在までの時価総額の推移(参考) 

 2023年３月 備考 

当日以前３か月の終値平均 409円 

2023年3月は2023年1

月1日～2023年3月30

日までの期間の平均値 

発行済株式数 27,659 千株 － 

時価総額 113億円 － 

※本計画書公表時点、当社が算出した試算値では、上場維持基準を充たしております。 

 

 

 

 



 

２．上場維持基準の適合に向けた取り組みの基本方針 

当社は、日本発の「細胞シート工学」を基盤技術とし、この技術に基づいて作製される「細胞シート」を

用いて従来の治療では治癒できなかった疾患や障害を治す再生医療アプローチである「細胞シート再生医療」

の世界普及を目指して、再生医療支援事業及び細胞シート再生医療事業の２つの事業を展開しております。 

この２つの事業に経営資源を集中し、持続的な企業価値の向上に資する施策を実行することにより、グ

ロース市場における上場維持基準への適合を目指していきます。また、経営環境の変化に応じて柔軟に対応で

きる組織体制を整備するとともに、監査等委員会設置会社として、少数の取締役による意思決定・業務執行の

迅速化、効率化を高め企業価値の向上を目指してまいります。 

 

３．課題及び取り組み内容 

当社は、基準日時点で、流通株式数等は基準を充たしているものの、時価総額が基準に充たないのは、グ

ロース市場が求める高い成長性の実現が継続できていないことが要因であると考えております。従って、企業

価値向上に向けた各種施策を継続的に着実に進めていくことが重要であると判断しております。 

一方で、同種軟骨シートの開発など、将来の成長、事業拡大に向け積極的な研究開発投資を行う過程にあ

る当社は、2022 年 12月下旬に「同種軟骨細胞シート（CLS2901C）の治験届の提出に向けた準備進捗につい

て」を開示した後、当社株価が上昇し、上表のとおり、当社の試算値では2023年３月30日時点の時価総額は

113億円と基準時価総額40億円を大幅に超えている状態が続いております。この状態を維持・向上するた

め、本日開示いたしました、「事業計画及び成長可能性に関する説明資料」のP33に記載のとおり、2023年 12

月期業績予想の計画達成のための施策を実行し、2023年 12月期までに上場維持基準への適合を目指してまい

ります。なお、当該説明資料の詳細は、以下のＵＲＬをご参照ください。 

 

ＵＲＬ：https://www.release.tdnet.info/inbs/140120230331540252.pdf 

 

その他当社は、企業価値を向上させるとともに、投資家、株主の皆様へ当社の企業認知を高めるため、個

人投資家だけでなく、主幹事会社を含む証券会社との連携による新規の機関投資家への接点を増やし、タイム

リーで正確な情報開示のほか、当社への興味・関心を持っていただけるようなＩＲ、ＰＲ活動による積極的な

情報開示に努めてまいります。これらの取り組みの一部についてはすでに2022年から推進しており、今後は

より充実したＩＲ、ＰＲ情報の提供に努めるため、ホームページのリニューアル等にも取り組み、情報発信方

法の検討、情報発信力の強化をしてまいります。 

以上 

 


